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多年生の寄生植物。地上茎は黄白色で高さ5-
10cm。鱗片葉は膜質で脆く、卵形で直立してつく。花
期は5-7月。茎頂に5-10個の白色で長さ2.5-3ｃmの
筒状花をつける。

生態的特徴

Phacellanthus tubiflorus
Siebold et Zucc.

減少要因
本種の分布域は情報不足のためはっきりしないが、
もともと生育個体数も少ない。

保全対策
生育地を公表する必要のある場合は、生育場所を特
定できることのないような配慮が必要である。また、
生育地の保全に配慮が望まれる。

山地の木陰に生える。カシ・ナラ類、アジサイ類など
の木の根に寄生する。

キヨスミウツボ

分布状況

北海道～九州、朝鮮、ウスリー、樺太、中国（中北
部、東北）に分布する。県内では県南の北東部（1973
年）での標本が得られているが、その他の情報が不
足している。

情報不足

ハマウツボ科

選定理由
環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧種に移
行し得る要素を有しているが、生育状況等の情報が
十分得られていない。
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